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はじ
めに

ずっと住み続けたくなる
街をめざして

　緑区の北西部にある片平学区は、縄文・弥生時代の土器が発見された

清水寺遺跡や赤塚古墳群などの史跡が残る、歴史と文化の香り高い街

です。区内9番目の学区として昭和45（1970）年に誕生しました。

　この50年ほどで都市化が進み、街の表情は一変。道路をはじめ都市生

活基盤はきれいに整備され、転入者も増加。人口は１万人を超えました。

街が発展する一方、人と人とのつながりが希薄になるという新たな課題

も見つかることに。2010年２月には学区内で孤独死が発生してしまった

のです。

そこで立ち上がったのが、地域を愛し、地域を大切にしている住民たちで

した。「地域コミュニティカフェ」の開設、「花いっぱい運動」の展開など、

行政と協力してさまざまな活動を推進。ついには環境省より「環境問題

に取り組む地域コミュニティ」として認定されるまでになりました。住民

主導で盛んに活動が行われる地域へと成長したのです。

　2020年以降は、片平学区を住み続けたい

街にするためのヒントを学ぼうとSDGsの学

習会を開催。SDGsを自分たちの問題として

積極的に取り組んでいくことを確認しまし

た。そうした取り組みの中で立ち上がったの

が「片平学区ローカルSDGsプロジェクト」。

片平学区を「ずっと住み続けたい」と思えるよ

うな街にしていくため、住民同士がアイデア

を出し合い、SDGsの観点を取り入れた街づ

くりを実践していくことになりました。

　本報告書は2022年８月のキックオフミー

ティングから2024年１月に「片平ゴールズ」

が宣言されるまでの活動内容を記録したも

のです。同様の取り組みが他の地域に広がっ

た際の参考になればとの思いを込めてまとめ

ました。
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あゆみ ２年かけて
学区独自のゴールを定める

片平学区連絡協議会となごや環境大学は2022年度と23年度の２ヵ年にわたり
「片平学区ローカルSDGsプロジェクト」の事業を実施。SDGsの理念を踏まえ、持続可能なまちづくりを
推進しました。その足跡を振り返ります。

2019年7月
内閣府より、SDGs達成に向け優れた取組を提案する自治体「SDGs未来都市」に名古屋市が選ばれる。

2022年８月９日
名古屋市のSDGs未来都市に向けた活動の一つとして「片平学区ローカルSDGsプロジェクト」がス
タート。キックオフミーティングを開催する。

2022年９月１７日・１８日
近隣にあるショッピングセンター「なるぱーく」と学区の共催イベント「なるみ祭り」に出展し、プロジェ
クトの活動をアピールする。

同日
来場者で片平学区民を対象に「未来の片平学区はどうあってほしいか」というアンケートを実施する。

2022年10月～11月
学区住民を対象にアンケートを実施する。

2022年11月23日
学校と地域といった観点からSDGsについて考える環境学習会として
「～みんなで話そう！～学校×地域 SDGsトーク＆セッション」を開催する。

2022年12月
千鳥丘中学校の1～３年生を対象にSDGsに関するアンケートを実施する。

2023年2月11日
地域の資源（ヒト・モノ・コト）を有機的につなげる思いやりあふれる場の展開を目的とした
「KATAHIRA SDGsマルシェ＆トーク」を開催する。

2023年6月24日
2023年度の１回目のワークショップを開催。「自分たちに何ができるのか」をテーマに話し合う。

2023年8月5日・６日
学区の共催による「なるみ祭り」に出展。広くプロジェクトの啓発と参加者誘導を行う。水素エネルギー
を利用して、ペットボトルの底を利用したキーホルダー作りのワークショップを実施する。

2023年8月17日
2023年度の２回目のワークショップを開催。これまで実施してきたアンケート調査やミーティングの結
果を踏まえ提案された「片平ゴールズ」について意見交換を実施する。

2023年10月25日
前回のワークショップでの意見を踏まえ修正された「片平ゴールズ」について意見交換を実施する。

2023年11月 23日
２回目となるSDGsマルシェを開催。こどもから高齢者まで、多くの人が来場し、秋の１日を楽しんだ。

2024年1月27日
映画上映会&トークセッションを開催。杉野友昭・片平学区連絡協議会会長が「片平ゴールズ」を宣言する。
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片平学区の未来について
話し合いました

　学区版「ローカルSDGsプロジェクト」が片平学区でス

タートしました。キックオフミーティングの冒頭、片平学区

連絡協議会の杉野友昭会長は「名古屋市全体をSDGs志向

型の街にするため、暮らしと密接に繋がるSDGsな街づくり

を片平学区で進めます」と決意を表明しました。

　また、話題提供の時間では、片平学区子育て支援ネット

ワーク連絡会の小林照美代表が、同会の成り立ちや主な活

動内容を紹介。続いて行われたみんな事ワークショップで

は、参加者より同会に対する温かい励ましの言葉が多く寄

せられたほか、片平学区の未来像についてさまざまな意見

やアイデアを出し合いました。

ワークショップ

キックオフミーティング

片平学区でSDGsな街づくりがスタート

2022年度の活動

日時：令和4（2022）年8月9日（土）　14:00～15:00

場所：片平ふれあいセンター　大会議室

「片平学区ローカルSDGsプロジェクト」のスタート初年度となった2022年度は、種まきの年。ワー
クショップやイベントを開催し、取り組みをPRしたほか、SDGsに関する意識の啓蒙にも力を入れ
て行いました。また、住民に対するアンケート調査を行い、片平学区に対する意見や要望を吸い上
げました。
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なるみ祭り
日時：令和4（2022）年9月17日（土）　16:00～21:00
　　　　　　　　     9月18日（日）　16:00～20:00
場所：なるぱーく

学校と地域をテーマに意見を
出し合いました

ブースを出展しSDGsの取り組みを
PRしました

幅広い世代に

SDGsな街づくりをアピール
　近隣にあるショッピングセンター「なるぱーく」で開催された

「なるみ祭り」にブースを出展。目的は、地域の人々に向けて「片平

学区ローカルSDGsプロジェクト」の取り組みを知ってもらうこと

です。こどもから大人まで、幅広い世代の方々に興味を持ってもら

えるよう、「SDGsガラポン」や「SDGs未来マップ」など工夫を凝ら

したさまざまな展示を行いました。

SDGsを軸にこどもと

地域が一緒にできることを考える

こども向けSDGsイベントも
同時開催！

学校や地域という観点からSDGsについて考える環境学習会とし

て、スペシャルトークとワークショップの２部構成で行われました。

　第１部では「千鳥丘中学校でのSDGs」をテーマに同校の佐藤彰

洋校長が講演。「学校、地域、社会全体で、みんなが多様性を認め合

うことが大切」などと話しました。第２部は「みんな事ワークショッ

プ」。会場を８つのグループに分け、「こどもたちと一緒にできるこ

と」をテーマに話し合いました。

～みんなで話そう！～学校×地域
SDGsトーク＆セッション
日時：令和4（2022）年11月23日（水祝）　13:00～15:00
場所：片平ふれあいセンター

　この日はこども向けのSDGsイベントも同時に
開催。多数のこどもが来場し、「ゴミ分別クイズ」
や「SDGsかるた・すごろく」など、
遊 び な が ら
SDGsへの理解
を深めました。

トーク＆セッション

イベント
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KATAHIRA
SDGs
マルシェ＆トーク

SDGsをテーマにヒト・モノ・コトが繋がる１日に

日時：令和5（2023）年2月11日（土祝）　10:00～16:00
場所：片平ふれあいセンター

　出展者が自ら生産した農産物や食品などを持ち寄る

SDGsなマルシェを中心に、ステージあり、トークあり、ワー

クショップありの誰もが楽しめるイベントが初めて開催さ

れました。目的は地域の資源（ヒト・モノ・コト）を有機的に

繋げることです。

　マルシェには合計26の学区民や学区を支える人々の

ブースが出展。採れたての新鮮野菜、学区内で採れた小麦

から作った自家製パンのほか、ハンドメイドのアクセサリー

や手作りおもちゃ、ネイルや足裏マッサージ、整体サロンな

ど、多種多様な企画が並びました。

　このほか、ステージイベントやトークイベントを開催。地

元の緑区民をはじめ、老若男女問わず多くの来場者で会場

は１日中賑わいました。

開催概要

トークイベントも行いました
マルシェ
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未来づくりアンケート
集計結果

　誰もが住み続けたくなる街づくりを進めるためには、まず住民の意見を知ることが大切です。そこで片平学区ローカ

ルSDGsプロジェクトでは、片平学区の皆さんが今の暮らしや生活習慣についてどんな感想を持ち、未来の学区はどう

あってほしいと考えているのかを調査しました。調査対象はなるみ祭りの来場者、千鳥丘中学校の生徒、学区住民な

ど。それぞれの結果をまとめた「未来づくりアンケート」の中から一部を抜粋し、紹介します。

【 アンケート① 】
なるみ祭りブース来場者（片平学区民）
2022年9月17日、18日
10代以下58人、20代以上43人
未来の片平学区はどうあってほしいか（10歳代の回答）

対　象

実施日

回答者

質問内容

39.7％現状のままでよい
交流が盛んな街
自然とふれ合う街

高齢者も安心する街
商業が盛んで活気のある街
交通の利便性が高い街
買い物の利便性が高い街
医療機関が充実している街

こどもの教育がしっかりとできる街
災害の危険性がない街

交通事故などの危険性がない街
治安がよい街

祭りや文化的活動が多い街
最先端の暮らしが実現できる街

地球に貢献できる街
その他
不明

6.9％

6.9％

8.6％

10.3％

13.8％
13.8％

15.5％

15.5％
0.0％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 　40.0％　50.0％

0.0％

31.0％
22.4％

22.4％

24.1％

19.0％
22.4％

【 アンケート② 】

取り組める
70.0％

60.0％

50.0％

40.0％

30.0％

20.0％

10.0％

0.0％

5ジェンダー平等
15陸の豊かさ

14海の豊かさ

10不平等

11住み続けられる街

16平和公正

関係がある
0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％

8働きがい生きがい
9産業技術革新

3健康福祉
6安全な水17パートナーシップ

13気候変動

7エネスギー1貧困 4教育

12つくる責任つかう責任

2飢餓農業

千鳥丘中学校の生徒
2022年12月
１年生から３年まで298人
①自分に関係があるSDGsは
②達成に向けて取り組めそうなゴールは

対　象

実施日

回答者

質問内容

【 アンケート③ 】
片平学区住民

2022年10月～11月

片平学区住民206 人

対　象

質問内容

実施日

回答者 0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

住み続けたい

わからない

早く転出したい

不明

59.2％

35.4％

1.0％

4.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

①自然とのふれあい

②騒音など生活環境

③買い物交通利便性

④子育てしやすさ

⑤高齢者すみやすさ

⑥災害安全性

⑦防犯交通安全性

⑧地域のつながり

⑨歴史文化の継承
■とても満足
■やや不満

■ある程度満足
■かなり不満

■どちらともいえない
■不明

44.2％

21.8％

12.6％

16.0％

12.6％

2.9％

4.4％

3.4％

9.2％

7.8％ 37.4％ 45.1％

34.0％ 42.7％

32.0％ 43.2％ 17.0％

43.2％ 37.9％

33.8％ 42.7％

37.9％ 35.4％

54.9％ 15.5％

22.8％

52.4％ 20.4％

10.2％

10.7％現状のままでよい
交流が盛んな街
自然とふれ合う街

高齢者も安心する街
商業が盛んで活気のある街
交通の利便性が高い街
買い物の利便性が高い街
医療機関が充実している街

こどもの教育がしっかりできる街
災害の危険性がない街

交通事故などの危険性がない街
治安がよい街

祭りや文化的活動が多い街
最先端の暮らしが実現できる街

地球に貢献できる街
その他
不明

19.4％

11.7％

41.7％

8.7％

34.5％
36.4％

35.4％

18.4％
4.4％

0.5％

0.0％ 20.0％ 40.0％ 　60.0％

48.5％
55.3％

58.7％

2.4％

35.0％
21.4％

アンケート

B C

A
●今後も住み続けたいですか？
●生活環境評価
●未来の片平学区の姿

A

B

C
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ニコニコ笑顔が
あふ れるまちに

フォト
ギャラリー
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ニコニコ笑顔が
あふ れるまちに
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　「片平学区ローカルSDGsプロジェクト」では、

2023年度に３回にわたって「SDGsみんな事ワーク

ショップ」を開催しました。

１回目のワークショップでは、前年度に実施したア

ンケートを踏まえて提示されたゴール案について、

グループで討論をし、意見を出し合いました。

２回目のワークショップでは、１回目の意見を踏ま

え11の独自ゴールが提案されました。住み続けられ

る学区となるための住民たちの共通認識となる街

づくりのキーワードを参加者みんなで考えました。

３回目のワークショップでは、２回目のワークショッ

プで出た意見を踏まえて修正した独自ゴール案を

提示。グループに分かれて議論を行い、ゴール案に

対する意見を抽出しました。

みんな事ワークショップ

片平学区でSDGsな街づくりがスタート

2023年度の活動

日時：令和５（202３）年６月24日（土）　10:00～12:00

日時：令和５（202３）年８月１７日（木） 10:00～12:00

日時：令和５（202３）年10月25日（土） 13:30～15:30

場所：いずれも　片平ふれあいセンター

片平学区ローカルSDGsプロジェクトの最終年となる2023年度は、学区独自の目標となる「片平
ゴールズ」の取りまとめが行われました。「す・み・た・い・ま・ち・か・た・ひ・ら・に」を頭文字とする１１
ゴールの素案が提示され、多くの住民が参加したワークショップで議論を深め決定していきました。

第１回

第2回

第3回

3度のワークショップで意見を
出し合いました

ワークショップ
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なるみ祭り
日時：令和5（2023）年８月5日（土）　16:00～20:30
　　　　　　　　     8月6日（日）　15:30～20:00
場所：なるぱーく

なるみ祭りへのブース出展
　昨年に引き続き、近隣のショッピングセンター「なるぱーく」で開催された「なるみ祭り」に出展。プロジェクトの啓発や進
捗状況の説明や、ペットボトルの底を利用したキーホルダー作りのワークショップを開催しました。ブースには水素を使って
走る燃料電池自動車「MIRAI」も展示。ブース内で使用した電源は、「MIRAI」の外部給電機によって補われるなど、エコな
ブース運営が行われました。

SDGsを軸にこどもと地域が一緒にできることを考える
　総合的な学習の時間でSDGsに関する学習に全校を挙げて

取り組んでいる千鳥丘中学校で、生徒の手作りによるSDGsか

るたが完成しました。目的は、SDGsへの理解をより深めること。

　全校生徒から読み句を募集。50音全てが出揃った読み句を

受けて美術部員がイラスト化し、オリジナルのかるたが完成し

ました。２月には新入学を控えた小学６年生がSDGsかるたを

体験する取り組みを実施。児童たちは「とても楽しかった」「絵が

かわいかった」など、楽しげに感想を語っていました。

アルミ缶拠点
回収プロジェクト
日時：令和5（2023）年７月～令和６年１月

学区で出た資源は学区に戻す
　地域外の人が資源回収ステーションなどに出されたアルミ缶を持ち去る例が多発していることから、持ち去りを防ぐため
片平集会所に学区専用のアルミ缶回収ボックスを設置し、アルミ缶を集める試みを行いました。
期間中に回収したアルミ缶は合計370㎏。学区で出た多くの資源が、他地域に持ち去られることなく済みました。実証実験
で得た収益は、片平学区連絡協議会を通してすべて学区に還元されます。

千鳥丘中生の力作
SDGsかるたが完成

コラム

イベント

実証実験

ブースを出展しSDGsの取り組みを
PRしました

学区専用のアルミ缶回収ボックスを
設置しました

10



KATAHIRA
SDGs マルシェ

秋晴れの下、笑顔の花咲く

日時：令和5（2023）年11月23日（木・祝）　10:00～16:00
場所：片平ふれあいセンター

　2023年2月の初回開催に引き続いて、２回目となる

SDGsマルシェが開催されました。

　マルシェには、手作りの自慢のお菓子やパン、手作りの手

芸小物や環境について楽しみながら学べるブースなど、合

計22ブースが出展。秋晴れの絶好の天気の下、こどもから

高齢者まで、さまざまな年代の人たちが買い物を通しての

交流や同時に行われていたスタンプラリーを楽しみました。

　このほか、ステージでは、チームみどりっちが迫力のある

演舞を見せ、会場を盛り上げていました。

開催概要

マルシェ 多くの人が買い物を楽しみました
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日時：令和６（2024）年1月27日（土）　13:30～16:30
場所：片平ふれあいセンター

Wendeヴェンデ２
未来へのアプローチ映画上映＆
トークセッション（片平学区環境学習会）

　片平学区ローカルSDGsプロジェクトの最後

を飾る環境学習会が行われました。中心となって

プロジェクトを推進してきた杉野友昭・片平学区

連絡協議会会長が「す・み・た・い・ま・ち・か・た・

ひ・ら・に」を頭文字とした11のゴールからなる

「片平ゴールズ」を宣言。「これがゴールではなく、

スタート。ここからが大切」と呼びかけました。

　環境学習会には、千鳥丘中学校の柴田裕通

校長と、片平小学校の立花賢修校長から、それ

ぞれの学校で行われているSDGsの取り組みに

ついてお話しいただくとともに、地域と一緒にで

きることを話し合いました。

また、地球温暖化対策に取り組む人々を紹介す

るドキュメンタリー映画『Wende（ヴェンデ）2』

も上映され、この映画に出演した杉山範子さん

（東海学園大学 ともいき教養教育機構副機構長、

教育学部教授）をゲストに招いて、トークセッ

ションも行いました。

学校教育とSDGsは非常に相性が良いと考え積
極的に取り組んでいます。生徒たちには多様性を
認められる人間、自分で考え行動できる人間に
育ってほしいと願っています。

2年間の集大成。学区独自のローカルSDGｓ「片平ゴールズ」を宣言

SDGsについて語り合う
多様性を尊重する人間を育てる
千鳥丘中学校長 柴田 裕通さん

レジ袋を断ったり、マイボトルを持ち歩いたりす
るだけで満足している人が多いことが心配です。
社会の仕組みを変え、新たな制度を作っていく
必要があります。

社会の仕組みを変えていこう
東海学園大学 ともいき教養教育機構副機構長、
教育学部教授 杉山 範子さん

各学年で地域の史跡を巡る学区探検を行ってい
ます。その際、地域の皆さんから詳しい話を伺う
機会を作るなど、地域の人々と交流を深めていき
たいと考えています。

地域の人々とさらなる交流を
片平小学校長 立花 賢修さん

イベント
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片平
ゴールズ

片平学区独自のSDGs
「片平ゴールズ」

「すみたいまちかたひらに」というキーワードの頭文字から連想される11のゴールが設定されています。それぞれのゴール

とその解説は以下の通りです。

学校を地域ぐるみで応援するとともに、地域や家
庭が連携して、こどもの育ちや多様な学びを応援
し、時代を担う片平っ子を応援しましょう。こども
の学びは大人にとっても学びの機会となります。

2年をかけてより良い地域を目指し住民同志で話し合いを重ね完成！

進めよう！
学校・家庭・地域の
連携をす 「す」

進めよう！学校・家庭・地域の連携を

解 

説

旧東海道を花と緑でいっぱいにしよう、という初
心を忘れずに、学区全体を、身近に緑を感じ、花が
あふれる街にしましょう。

「み」
みんなで身近に緑と花づくり

解 

説

みんなで身近に
緑と花づくりみ

生き物と出会いやふれ合いは、大人にとっても、こどもにとっ
ても大切な機会、体験です。成海神社などの地域に残る森や
公園はもとより、家庭植え込みやベランダの緑、事業所の緑
化スペースに、色々な生き物と出会える工夫としかけを考え
ましょう。名古屋市では生物多様性なごや戦略実行計画 
2030 が策定されました。片平学区も、その先頭に立ちます。

「た」
たくさん創りたい、生き物と出会える場所を

解 

説

たくさん創りたい、
生き物と出会える
場所をた

すべての人がいつまでも元気で社会とかかわりあ
いながら過ごせるように、健康寿命を伸ばしま
しょう。そのために、様々な健康づくりの機会を増
やし、みんなで取り組みましょう。

「い」
一緒に参加しよう健康づくり

解 

説

一緒に参加しよう
健康づくりい

千鳥塚や赤塚古墳などの歴史遺産、鳴海祭などの
伝統的なまつり、旧東海道などの史跡を大切に次
世代に受け継いでいきましょう。

「ま」
まつりと伝統文化を受け継ごう

解 

説

まつりと
伝統文化を
受け継ごうま

身近に取れた農産物をみんなで意識して消費し、
地域の農業を応援し、地域の輪を広げ、食料自給
率の向上に貢献するくらしを実現しましょう。朝市
は片平学区の私たちにとって、とても大切な語らい
と交流の場でもあります。

「ち」
地産地消、朝市で語ろう

解 

説

地産地消、
朝市で語ろうち

買い物、医療など暮らしを支える機能の充実と、高
齢者を含めて交通弱者を生み出さないように都市
機能を整備・維持し、利便性と快適性を兼ね備えた
まちなか居住を実現しよう。日頃から防災、減災の
準備も万全にします。

「か」
快適・便利 まちなか居住

解 

説

快適・便利
まちなか居住か

LED 化やアルミ缶リサイクルに加えて、新しい技術も取り入れ、
ワクワク楽しみながら、二酸化炭素の排出を可能な限り減らし、
緑による二酸化炭素の吸収と合わせ て、ゼロカーボンな暮らし
方を実践しよう。さらに、食材を無駄にせず、家庭や飲食店、小売
店で食品廃棄をゼロにしよう。こども食堂も積極的に支援を。

「た」
楽しく進めるゼロカーボンなくらし

解 

説

楽しく進める
ゼロカーボンな
くらした

誰一人取り残さないという国連 SDGs の基本原
則は片平にとっても大切。こどもから高齢者まで地
域に居場所と安心感がある街にするため、つなが
りときずなを合言葉に地域を元気にしていきま
しょう。 

「ひ」
広げようつながり、深めようきずな

解 

説

広げよう
つながり、深めよう
きずなひ

ジェンダーや国籍を理由として選択肢を狭められ
ることなく、すべての人が自らの未来を切り開いて
いけるようにします。千鳥丘中学生も取り組んでい
ます。

「ら」
らしさを大切に

解 

説

らしさを大切にら

心と体の健康、人と人との出会いとつながり、す
べては笑顔から始まります。これまでも片平学区
が大切にしてきたキーワード。まずは笑顔でこん
にちは。

「に」
ニコニコ笑顔があふれる街に

解 

説

ニコニコ笑顔が
あふれる街にに
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プロジェクトメンバーからの
メッセージ

まとめ

片平学区ローカルSDGsプロジェクトの

運営に携わったメンバーから、２年間の活動について。

一人ひとりが考え、実行して共有することが大切

　SDGsは、国連が、世界に住むすべての人々が幸せになり、自然や地球の環境を破壊することなく生かしながら、元気な地
域を創り出すために定めた17の目標です。私たちが2年間取り組んできた片平ローカルSDGsプロジェクトは、この考え方
を身近な片平に当てはめるとどうなるかを考えて、進めてきました。
　ずっと住み続けたいと感じることが出来るような街とはどんな街なのか、片平のみなさんと一緒に考え、目標として組み
立てたのが、11個の「片平ゴールズ」です。片平ゴールズは決して、降ってわいたゴールではなく、実は、今まで片平のみなさ
んが取り組んできた様々な活動の延長上にある街づくりの目標です。
　2年間に、みなさんと一緒にワークショップや環境学習会、マルシェなど、色々な活動に取り組んできました。また、住民や
中学生にもアンケートを通じて色々な考えをお聞きし、まとめてきました。これらの活動を通じて、持続可能な街をつくるた
めには、決して、行政だけが取り組むことではなく、私たち一人ひとりが自分と家族でできることを考え、実行するとともに、

それをみんなで共有していくことが大切だと、実感しています。
　これからも、人と人とのつながりを大切にしながら、意見の違いと多様性を活かしながら、街づくり、人育てを進めていければいいなと思います。

　本プロジェクトは、2022年8月9日にスタートしました。持ち寄り型マルシェ等のイベントや住民参加型のワークショップを重ねていく度に、住み続け
たい街片平をつくるため、活発な意見や提案等が出るようになり、まさに、「他人事から自分事、そしてみんな事へ」と変わって行くのを感じました。
　片平学区連絡協議会をはじめ、地域の市民団体・企業・学校等、多くの皆様にご尽力いただきましたことを感謝申し上げます。

　プロジェクトを行い、情報発信や
イベント、対話の機会が増えたことによ
り、多くの人の認識が深まり具体的に考
えてくれる人が増えたと感じています。
　また、取り組みを通して小学生や中
学生のこどもたちはすでにＳＤＧｓを
勉強して大人の先を進んでいることを
知ることができたほか、情報を発信す
るだけでなく、がんばっている人たちの

情報を受信することもできました。そして、プロジェクトを通すこと
で、いままでつながりきれなかった企業さんや団体さんとも、具体
的にご一緒することができ、つながりの強化ができました。
　折々で豊かな知見と、あたたかいメッセージで学区の人々を導い
てくださった千頭先生とご参加、ご協力いただきましたすべての皆
様に感謝を申し上げます。

片平学区ローカルSDGsプロジェクトリーダー
千頭 聡氏（日本福祉大学国際福祉開発学部特任教授、「なごや環境大学」実行委員会実行委員）

プロジェクトを通じて多くの人と
対話の機会が増加
片平学区連絡協議会会長 杉野 友昭氏

片平ゴールズを通して次世代に
よい関係性をつなげたい
片平学区ローカルSDGｓプロジェクトチーム
松本 イズミ氏
（NPOフィトラボ代表、「なごや環境大学」実行委員会実行委員）

他人事から自分事、そしてみんな事への変化を実感
「なごや環境大学」実行委員会事務局

　片平学区の街なみ、雰囲気、とても
好きです。それはきっと、ここに住まう
人たちが常に街のこと、お互いのこと
を気にかけながら暮らしているのだろ
うな、と感じるからです。
　学区のみなさんが大切に育んできた
人との関係性や作り出された街なみや
文化が、このプロジェクトを行ったこと
により、より拡がりをみせ、発展的に次
世代にもつながるように片平ゴールズ
を通して、つなげていきたいですね！
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本プロジェクトに

参加・協力してくれたみなさま

片平学区ローカルSDGsプロジェクト（2022-2023）報告書

（五十音順、敬称略）

プロジェクトコーディネーター　千頭 聡　松本 イズミ

片平学区連絡協議会       

片平学区応援団      

区政協力委員：皆勝幸一・森崎千代美      

民生児童委員：黒田恭次・近藤恭子・榊原美由紀      

保健環境委員：杉野雅枝・片山彦市・越智真壽美      

上ノ山子供会：松永寿里        

あおば子供会：野村あかね      

地域応援団：大橋伸二・吉田孝二・山崎隆・
                    島崎頼子・佐野栄志      

子育て支援連絡ネットワーク代表：小林照美      

ニコニコホーム：吉安良太          

緑区社会福祉協議会：吉川事務局長      

中央発條㈱：人事総務部 大場主担員様      

いちご㈱：後藤事業部長　　      

ボランティア会：吉田代表      

老人クラブ：石川勝年　      

消防団：鈴木康彦      

緑区役所：一圓係長      

緑区区長：長嶋利久      

千鳥丘中学校元校長：佐藤彰洋      
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アイビス徳重

空き缶風車の工作の森主さん

いちご（株）なるぱーく

A型事業所ウル

NPO）かたひらかたろう

己書 夢希道場

片平学童保育所たけのこ

株式会社五大

株式会社鳴海クリーンシステム

グループホームアルブル
（aruburu）

Komugi（ネイル）

小麦の奴隷

社会福祉法人ニコニコハウス

ジャムおばさんのアトリエ

たまり場 いっぷく茶屋

チームみどりっち

東海学園大学ともいき
教養教育機構

特定非営利活動法人海の
自然史研究所

なごやかクラブ片平（老人会）

名古屋国際中学校・高等学校

名古屋市環境局事業部作業課

名古屋市環境局施設部工場課

名古屋市立片平小学校

名古屋市立千鳥丘中学校

なごや竹和会

NARUMI弥生の丘

ハンドメイドモモ

平安会館浦里斎場

普通の生活に取り入れる
護身術の中村さん

鞠奴パン食堂

岬だより

緑環境事務所

緑区社会福祉協議会

緑区役所

南医療生活協同組合 片平支部

南知多観光協会

野菜販売の佐藤さん

ゆたか福祉会 ゆたか希望の家

Larimar（ラリマー）

Le grace

リンパ・整体 整体院 松

ワークセンターメイプル

片平応援団のみなさま

片平ふれあいセンターの
みなさま

区政協力委員のみなさま

子ども会のみなさま

保健環境委員のみなさま

ボランティア会のみなさま

マルシェ運営ボランティアの
みなさま

民生委員・児童委員のみなさま
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